○学年○組　国語科学習指導案
　　　　令和○年○月○日（○）第○校時
　　　○年○組　○名

指導者　○○　○○
１　単元名     ＊「○○をしよう」など、どのような資質・能力を育成するために、どのような言語活動を行うのかが生徒に分かるように工夫する。
    教材名  ○○○○（作者・筆者、出版社名等）

２　単元設定の理由
（１）生徒について
　　　＊次のような観点から実態をとらえる
　　　　①同系統の前単元ではどのような能力の育成をねらって、どのような言語活動を行ったか。
 　　　 ②その学習において、生徒はどのような言語能力を身に付けているか。
　　　　③まだ身に付いていない言語能力はどのようなものか・・・単元の目標とずれないように   
（２）単元構成について
      ＊（１）「生徒について」の記述をふまえて、
　　　　①本単元ではどのような言語能力を育成するのか　　　　
　　　　②その能力を育てるために、どのような教材や言語活動を組み合わせて単元を構成するの　　　　　　かが概観できるように記述する。
（３）指導について        
      ＊（１）「生徒について」（２）「単元構成について」の記述をふまえて、
グループ学習やペア学習などの指導形態や、ワークシートや学習の手引きの工夫、自己評価・相互評価の工夫など、具体的な指導上の工夫点を記述する。
３　単元の目標　＊下に示す３点について、単元の目標を設定する。

　　　　①「知識及び技能」の目標　　　　　　　　→①、②については、基本的に指導事項の文末
　　　　②「思考力、判断力、表現力等」の目標　　　を「～できるようにする。」として示す。
　　　　
③「学びに向かう力、人間性等」の目標
　　　　　→③については、いずれの単元においても当該学年の学年の目標である「言葉がもつ価値～思いや考えを伝え合おうとする」までを示し、文末を「伝え合おうとするようにする。」として示す。（ただし、「読書」に関する部分については、学習活動により適切に設定すること）
       　 
４　本単元における言語活動
　　例　関心のある事柄について、投書を書く。（関連：〔思考力、判断力、表現力等〕B(2)ア ）
５　単元の評価規準  
　　＊観点別に記述する。観点は以下の通り。

　　　　　　　　　　　　　(1)言葉の特徴や使い方に関する事項
　①「知識・技能」　　(2)情報の扱い方に関する事項
　　　　　　　　　　　　　(3)我が国の言語文化に関する事項

　　　　　　　　　　　　　　　　(1)話すこと・聞くこと
　　　②「思考・判断・表現」　　(2)書くこと
　　　　　　　　　　　　　　　　(3)読むこと
　　　③「主体的に学習に取り組む態度」
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	＊当該単元で育成を目指す資質・能力に該当する〔知識及び技能〕の指導事項の文末を「～している。」として作成する。

育成したい資質・能力に
照らして、指導事項の一
部を用いて作成するこ
ともある。
	＊当該単元で育成を目指す資質・能力に該当する〔思考力、判断力、表現力等〕の指導事項の冒頭に、指導する一領域を「（領域名）において、」と明記し、文末を「～している。」として作成する。

育成したい資質・能力に
照らして、指導事項の一
部を用いて作成するこ
ともある。
	＊以下の①から④の内容を全て含め、単元の目標や学習内容等に応じて、その組合せを工夫することが考えられる。なお〈　〉内の言葉は、当該内容の学習状況を例示したものであり、これ以外も想定される。
　①粘り強さ〈積極的に、進んで、粘り強く　等〉
　②自らの学習の調整〈学習の見通しをもって、学習課題に沿って、今までの学習を生かして　等〉
　③他の２観点において重点とする内容（特に、粘り強さを発揮して欲しい内容）
　④当該単元の具体的な言語活動（自らの学習の調整が必要となる具体的な言語活動）


６　指導と評価の計画＜例＞（全○時間）    

      　
	時
	主な学習活動
	指導上の留意点
	評価規準・評価方法（例）

	１
	＊単元の目標達成に直結する学習活動を設定した場合


	

	［知・技①］
ワークシート
・根拠に関連する具体的な出
来事や事実を記入しているか確認する。

	２
	＊単元の目標を達成するために必要な学習活動ではあるが、単元の目標には直結しない学習活動を設定した場合
	

	


	３
	
	
	［主①］
下書き原稿
・多様な読み手に自分の考え
が分かりやすく伝わる表現
とはどのようなものかを検
討しているか確認する。

	４
	
	
	［思・判・表①］
推敲した文章
・多様な読み手に自分の考え
か分かりやすく伝わる表現
にすることができているい
かどうかを確認する。


７　本時の指導（　/  ）
 （１）　本時のねらい
       
 （２）　本時の評価規準
      　＊本時のねらいと対応させる。
＊単元の評価規準をもとに、本時で「おおむね満足できる状況（Ｂ）」とする生徒の状況（姿）を想定して設定する。
 （３）展開
	時間
	学習活動
	指導上の留意点
	評　価

	
	１

	○
	・

	
	
	本時のめあてや学習課題等を書く
	

	
	
	
	＊指導者の立場で書く。
＊学習活動と対応させて、支援の意図・重点・　　手立てなどについて留意すべきことを具体的
に書く。


	
	

	
	＊生徒の立場で書く
＊「学習の見通しをもつ　
活動」「振り返り（ま　
とめ）の活動」を位置
付ける。

	
	＊評価場面と方法
を明らかにす
る。


	
	
	
	


※単元の目標を作成するに当たっては、本県が新大分スタンダードに基づいた授業改善を推進していることを踏まえ、指導者の指導の意図や育成を目指す資質・能力を明確にするため、指導者の立場で記述する。





いずれの単元でも設定





当該単元で指導するものを焦点化して設定（通常１つ、多くても２つ）





いずれの単元でも設定





※内容や時間のまとまり（単元）を見通しながら、生徒の主体的・対話的で深い学びが実現されるようにする。


※教科の目標の実現に向けた学習状況を把握する観点から、単元を見通しながら評価の場面や方法を工夫して学習の過程や成果を評価し、指導の改善や学習意欲の向上を図り、資質・能力の育成に生かすようにする。





＊評価規準とあわせ、「おおむね満足できる状況（Ｂ）」とする生徒の状況（姿）を想定しておくことが大切。








＊本時では生徒の学習状況を捉えるための評価及びそれに基づいた指導は行うが、単元の目標に直結する学習活動を設定していないことから、本単元の評価には含めない。








（※　第１時・第２時と同様にして学習活動や評価規準等を設定する）





※指導者の指導の意図や育成を目指す資質・能力を明確にするため、指導者の立場で記述する。





※「Ｃ 努力を要する状況」と判断される生徒への具体的な手立てを想定し、記載する。
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